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主論文 

Gender differences in childhood food preference: Evaluation using a subjective 

picture choice method 

（小児の食物嗜好の性差：主観的イラスト選択法による評価） 

（著者：木村真司、遠藤有里、南前恵子、神崎晋、花木啓一） 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、6～12歳の小児を対象に、イラスト画を小児自身に選択させる手法を用いて、

小児期の食事への関心と食物の嗜好の特徴、特に性差について検討したものである。その

結果、学童期の早期には食物嗜好の明らかな性差が認められたことから、小児肥満の食事

指導に際しては性差を考慮した対応の必要性が示唆された。また、学童期小児は、高エネ

ルギー、高脂肪、高飽和脂肪酸の食品を好んで選択し、低エネルギー食の代表とされる和

食を選択することが少なかったことから、学童期小児に適切な指導がなされなければ、よ

り高脂肪、高エネルギーの食品を摂取してしまうことが予想された。これまで明らかにさ

れていなかった小児期の食事への関心と食物の嗜好の特徴を明らかにした本論文の内容は、

明らかに学術水準を高めたものと認められる。 
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